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 江戸時代は人と動物との関係に変化のあった時代である。江戸時代は、自然優位の古代

中世と、人間の力が自然に勝る近現代の過渡期、人間の力が自然の力に対抗できるまでに

増大した時代であり、同時に、西洋からもたらされた博物学によって、それまで日本には

なかった、科学的な動物観が普及した時代でもある。 

 本稿では、江戸の庶民の感覚がよく表れていると考えられる『誹風柳多留』から、この

ような時代の流れの中で江戸の庶民が動物とどのように関わっていたのか考察することを

目的とする。 

 研究方法は文献調査を中心とした。まず、江戸時代の動物観について扱う先行研究を分

析したところ、動物観に関する研究はあるものの、川柳に表れる動物について網羅的に扱

ったものや、年代による変化を扱ったものはなかった。よって、『誹風柳多留』から動物

が詠み込まれている句を抜き出し、詠まれている動物の傾向について考察した。 

 調査の結果、時代が下るにつれて詠まれる動物の種類がやや増えること、多く詠まれるの

は家畜やペット、または生活圏を共にする身近な動物、また季節を感じさせる動物であるこ

とが分かった。これらのことは、江戸の庶民文化の中で、動物への注目が増したこと、また

季節を感じさせる動物を強く意識して生活していたことを示しているのではないだろうか。 
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